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418. B常生活における身体滋動援が体力および認常
生活動作に及ぼす影響
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{目的}体力を維持・向上させるためには，運動教主主
に参加することだけではなく，日 i袋の身体活動盤の増

加が震安:な袈禁になると考えられる.本研究では，ス

オミーツクラブ活動を含めた日常生活における身体活動

設が体力および日常生活動作に及ぼす滋果関係を検討

することを日約とした， [方法}対象は22裁から82裁
までの男女122名であ i人平均年齢は努殺が48.5土16.4
議，久:1生が48.1土16.2議，全体が48.3土16.4畿であっ

た. ifiU定項目は，体力(質問紙20演[1).日常生活動
作〈紫1m紙16Jfi白人ススケン社製ライフコーダを月れ￥

たLi箆IlHの総エネルギー消費畿，総家数であった.f本
カ紫関紙iま，内容的妥当性に基づいて矯成された5領
域14項目から矯成された.日常生活動作は，全身の移

動，上肢の操作.手指の?索作，起立・姿勢変換の4鎖
域16項目から構j記された.体力および日常生活動作の

各紫問に対して4件法による問答形式を月;いた.手続

きは. 1)分析対象とする測定項践の選定 ;A鏡性，然

頼性 (α 係数人 2)援関紙体力テストの尺度特性の検

討;携成概念妥当性(二二次寝込子分析)， 3)身体活動媛.t

体力，日常生活動作部!のl51来機迭モデルの検wiE;構造
方税式モデリング(多裳滋様モデルλ心身体活動震

の高低群。{jにおける体力合計点および自常生活動作

(ADL)合計点の比較;平均{u主義の検定 (t-test).であ

った.身体活動盤，体力，日常生活動作を潜寂変数と

したモデルを構築した d 身体活動量では総コニネルギー

消費鐙と総勢数，そして，体カおよび日常生i活動作で

は，各下位領域の鋭ill!l変数の合計J誌を綬ilIlJ変数にJ:11い
た.パス係数の推定には最尤法を用いた.モデルの渡

合1変指燃として X21iU (p{議) ，GFLAGFl.CFL NFI. 
R!vlSEAをHい、た.統計解析にはSPSS9.0jおよび

Amos~1.0J を滋いた. [結-巣および考察}質問紙体力テ
ストのこ:次j恭子母、析の結果，下佼領域と質的環日との

関のパス係数は仏68-0.98を示し，モデル適合!支が受

容できる鰻を主jえしたことから質問紙体力テストの妥当

性が線認された.身体活動畿，体力，日常生活動作間

の悶梁構造モデルは，受容できる適合疫をぶした.身

体活動量生→体力が0.44.体力一・日常生活動作が0.95と
中等授からi高い有意、なパス係数を示した (Pく.(5).総

エネルギー消費鐙の高い群では体力合計点及び日常生

活動作合計点が有意に高い織を示した (pく.0むことか

ら、スポ…ツクラブ活動や運動救護を含めた貯常の身

体活動畿の場加が体力および日常生活動作の向上iこ影
響することが検嫁された.
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